
6-1-506 

 

第 1.4.39 図 丹生地区の調査位置図
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・推定基盤上面深度は北西側から、低地に中央の南東側
に向かい深度を増す。

推定基盤上面

に向かい深度を増す。
・反射法探査結果から、推定基盤上面深度や堆積層の分
布に活断層を示唆する構造は認められない。
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第 1.4.40 図(2) 丹生地区の反射法地震探査記録（Ｂ測線） 
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・推定基盤上面深度は低地の中央
から南東側に向かい浅くなる。
・ボーリングNo.3,1は低地中央部で、
かつ基盤岩上面深度の深い箇所で
ある。
・反射法探査結果から、基盤岩上面
深度や堆積層の分布に活断層を示
唆する構造は認められない。
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第 1.4.40 図(3) 丹生地区の反射法地震探査記録（Ｃ測線） 
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・推定基盤上面深度は、南側の陸
地に向かい浅くなる。ボーリング
No.2はこの測線で基盤岩上面深
度が、最も深い箇所である。
・反射法探査結果から、基盤岩上
面深度や堆積層の分布に活断層
を示唆する構造は認められない。
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第 1.4.41 図 敷地内の反射法地震探査記録 
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第1.4.42図(1)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（A測線）
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第1.4.42図(2)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（B測線）
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第7.4.3.42図（2）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（B測線）
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第1.4.42図(3)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（C測線）
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第7.4.3.42図（3）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（C測線）
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第1.4.42図(4)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（D測線）
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第7.4.3.42図（4）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（D測線）
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第1.4.42図(5)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（E測線）
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第7.4.3.42図（5）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（E測線）
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第1.4.42図(6)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（F測線）

6-1-516

5 71

Ａ

Ｂ

Ｃ２Ｃ

Ｃ１

Ｃ４

Ｃ３

Ｄ

Ｒ

頂部基部

基部の延長位置

凡　　例

F測線
関西電力2012

ブーマー・ショートマルチ

断層及び断層番号

撓曲及び撓曲番号

変形の及んでいる範囲

断層又は撓曲の延長位置

数字(角度)は水平・垂直比が1：1の傾斜角度

深度スケールは音波の伝播速度を1500m/sとして換算した。

凡　　例

Ａ層　完新統

Ｂ層　上部更新統

Ｃ層　最上部鮮新統～中部更新統

Ｄ層　下部～上部鮮新統

Ｒ層　先鮮新統～最下部鮮新統

断層

推定断層

地層境界

推定地層境界

V.E.≒6

'

4
3 2
4

'
2
3 '
3
6 60

16 58

14

11

'
'

'
30

7

5

3 28

'

1 '41

[F-21]

[F-2]

[F-2]延長部

→S
N←

Ｂ
Ｃ１

Ｒ

Ａ

Ｂ

Ｃ１

　関西電力株式会社
による音波探査記録

HN24K2
テキストボックス
第7.4.3.42図（6）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（F測線）
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第1.4.42図(7)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（G測線）
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第7.4.3.42図（7）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（G測線）
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第1.4.42図(8)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（H測線）
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第7.4.3.42図（8）　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（H測線）
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第1.4.42図(9)　丹生湾内の海上音波探査記録及び地質断面図（I測線）
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第 1.4.46 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.22 孔、掘進長 72.3m 付近）

【No.22孔諸元】
孔口標高：E.L.3.66m、掘進方向：N40W、掘進角度：60°、掘進長：118m
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第7.4.3.46図（1）　丹生地区のボーリングコアの破砕部　ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.22孔，掘進長72.3m付近）
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第 1.4.46 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.22 孔、掘進長 72.3m 付近）
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第7.4.3.46図（2）　丹生地区のボーリングコアの破砕部　薄片観察結果（No.22孔，掘進長72.3m付近）

HN24K2
テキストボックス
6－7－4－643



6-1-544       

 

第 1.4.47 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.22 孔、掘進長 73.6m 付近）
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第7.4.3.47図（1）　丹生地区のボーリングコアの破砕部　ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.22孔，掘進長73.6m付近）
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第 1.4.47 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.22 孔、掘進長 73.6m 付近）
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第 1.4.48 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.23 孔、掘進長 48.4m 付近）
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第 1.4.48 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.23 孔、掘進長 48.4m 付近）
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第 1.4.49 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.23 孔、掘進長 49.1m 付近）
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第 1.4.49 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.23 孔、掘進長 49.1m 付近）
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第 1.4.50 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.23 孔、掘進長 81.2m 付近）
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第 1.4.50 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.23 孔、掘進長 81.2m 付近）
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第 1.4.51 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.24 孔、掘進長 62.2m 付近）
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【No.24孔諸元】
孔口標高：E.L.6.55m、掘進方向：N40W、掘進角度：60°、掘進長：120m
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第7.4.3.51図（1）　丹生地区のボーリングコアの破砕部　ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.24孔，掘進長62.2m付近）
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第 1.4.51 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.24 孔、掘進長 62.2m 付近）
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第 1.4.52 図(1) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 ＣＴ画像観察結果及び条線観察結果（No.24 孔、掘進長 72.2m 付近）
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第 1.4.52 図(2) 丹生地区のボーリングコアの破砕部 薄片観察結果（No.24 孔、掘進長 72.2m 付近）
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